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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 16,646,097 17,911,090 32,856,438

経常利益（千円） 361,404 747,947 1,420,887

四半期（当期）純利益（千円） 197,968 658,013 1,086,445

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△565,330 1,464,625 3,248,183

純資産額（千円） 30,719,463 35,686,713 34,443,831

総資産額（千円） 57,556,893 59,449,503 59,050,286

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.78 15.88 26.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.7 53.1 51.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,611,661 2,751,949 4,768,261

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,628,619 △1,153,185 △2,841,929

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
789,227 △1,406,850 △2,408,147

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
15,158,003 15,212,960 14,864,561

　

回次
第50期

第２四半期連結
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△0.98 4.87

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　　　　４．第50期第２四半期連結累計期間、第50期連結会計年度及び第50期第２四半期連結会計期間の各数値について

は、遡及修正後の数値を記載しております。なお、詳細については「第４　経理の状況　注記事項　追加情

報（在外子会社における中華民国国際会計基準の適用）」をご参照ください。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、在外子会社における中華民国国際会計基準を適用しております。前年同期比

較にあたっては、遡及修正後の前年同期数値に基づき算出しております。詳細については、「第４　経理の状況　注

記事項　追加情報」をご参照ください。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成25年4月1日～9月30日）におけるわが国経済は、円高の是正が進み、企業収益

の改善や個人消費の増加なども見られ、穏やかな回復傾向で推移しました。世界経済におきましては、米国経済は

個人消費が増加し、住宅市場や雇用環境に改善傾向が見られ穏やかな回復基調が続いておりますが、欧州経済は持

ち直しの動きがあるものの低迷が継続しており、中国を中心にしたアジアの経済成長は鈍化してまいりました。

 ICT（情報通信技術）や自動車を含むエレクトロニクス市場におきましては、スマートフォンやタブレットPCの

普及が進み生産は拡大しましたが、デジタル家電製品の生産低迷は継続しました。一方、エコカーの増加や電装化

の進展などによりカーエレクトロニクスは堅調に推移しました。

　このような環境の中、当社ではスマートフォンを中心とする通信機器市場やカーエレクトロニクス市場への販売

に注力しました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は17,911百万円（前年同期比7.6%増）となり、営

業利益は686百万円（前年同期比27.9%増）となりました。また、円高の是正が進み、為替差益139百万円を計上し

た結果、経常利益は747百万円（前年同期比107.0%増）、四半期純利益は658百万円（前年同期比232.4%増）となり

ました。

　

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。　

① 日本　

 日本国内におきましては、AV機器向けやPC向けなどが前年を下回り、売上高は5,053百万円と前年同期と比べ

1,250百万円（19.8%減）の減収となりましたが、前年に低下しておりました一部製品の稼働率が上昇し、セグメン

ト利益（営業利益）は364百万円と前年同期と比べ296百万円（434.3%増）の増益となりました。

 

② 北米　

北米におきましては、カーエレクトロニクス向けや住宅向けなどが前年を上回り、売上高は1,103百万円と前年同

期と比べ292百万円（36.1%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は43百万円と前年同期と比べ11百万円

（35.1%増）の増益となりました。

　

③ 欧州

　欧州におきましては、カーエレクトロニクス向けを中心に前年を上回った結果、売上高は977百万円と前年同期と

比べ261百万円（36.5%増）の増収となりましたが、セグメント利益（営業利益）は5百万円と前年同期と比べ2百万

円（30.9%減）の減益となりました。

　

④ 中国

中国におきましては、通信機器やカーエレクトロニクス向けなどの売上高が増加し、売上高は5,157百万円と前年

同期と比べ1,213百万円（30.8%増）の増収となりました。また、セグメント利益（営業利益）も56百万円と前年同

期と比べ3百万円（5.7%増）の増益となりました。
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⑤ 台湾

台湾におきましては、スマートフォンを中心とする通信機器向けの販売が増加し、売上高は4,595百万円と前年同

期と比べ522百万円（12.8%増）の増収となりました。その結果、セグメント利益（営業利益）は232百万円と前年同

期と比べ97百万円（72.0%増）の増益となりました。　

　

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、カーエレクトロニクス向けの販売が増加し、売上高は1,024百万円と前年同期と比

べ224百万円（28.0%増）の増収となりましたが、生産子会社における賃金の上昇などにより、セグメント損失（営

業損失）は18百万円と前年同期と比べ111百万円（前年同期はセグメント利益92百万円）の減益となりました。

　　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ348百万円増加し、15,212百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果獲得した資金は2,751百万円（前年同四半期は1,611百万円の獲得）

となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益の増加及び減価償却費の計上などにより資金が増加したこと

によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は1,153百万円（前年同四半期は1,628百万円の使用）

となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が増加したことなどによるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果使用した資金は1,406百万円（前年同四半期は789百万円の獲得）と

なりました。これは主に長期借入れ返済による支出が増加したことなどによるものであります。 

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、937百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,246,212 45,246,212
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 45,246,212 45,246,212 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 45,246,212 － 19,344,883 － 5,781,500
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　一般財団法人長谷川福祉会 神戸市中央区元町通６丁目３番20号 3,000 6.63

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号　 1,240 2.74

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号　 1,224 2.71

　長谷川　宗平 兵庫県加古川市 1,217 2.69

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 1,016 2.25

　大真空社員持株会 兵庫県加古川市平岡町新在家字鴻野1389 1,011 2.23

　株式会社長谷川 兵庫県加古川市山手３丁目29番12号 800 1.77

　大真空取引先持株会 兵庫県加古川市平岡町新在家1389番地 743 1.64

　日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 672 1.49

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 668 1.48

計 － 11,592 25.62

　（注）　上記のほか、自己株式が3,809千株あります。

　　　　　

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

 7/21



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － 　－ －　

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　 3,809,000
－ －　

完全議決権株式（その他）
普通株式 　40,795,000

 　
40,795 －　

単元未満株式 普通株式     642,212 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 45,246,212 － －

総株主の議決権 － 40,795 －

　 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大真空
兵庫県加古川市平岡町新

在家字鴻野1389番地
3,809,000 － 3,809,000 8.42

計 － 3,809,000 － 3,809,000 8.42

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　

　なお、従来から当社が監査証明を受けている霞が関監査法人は、平成25年10月１日付をもって太陽ＡＳＧ有限責任

監査法人と合併し、名称を太陽ＡＳＧ有限責任監査法人に変更しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,494,912 13,842,802

受取手形及び売掛金 8,783,656 9,046,054

有価証券 1,869,649 1,870,158

商品及び製品 2,799,529 2,725,646

仕掛品 3,141,322 3,343,031

原材料及び貯蔵品 2,385,992 2,247,596

繰延税金資産 198,252 340,531

その他 1,218,708 1,049,182

貸倒引当金 △18,632 △17,004

流動資産合計 33,873,390 34,447,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,157,060 4,996,471

機械装置及び運搬具（純額） 9,803,461 9,504,834

工具、器具及び備品（純額） 995,637 1,028,752

土地 5,693,036 5,719,673

建設仮勘定 1,485,835 1,527,846

有形固定資産合計 23,135,032 22,777,578

無形固定資産

のれん 53,343 29,198

その他 165,247 180,223

無形固定資産合計 218,590 209,422

投資その他の資産

投資有価証券 1,410,293 1,580,631

長期貸付金 316 148

繰延税金資産 52,226 59,244

その他 478,677 492,720

貸倒引当金 △118,241 △118,240

投資その他の資産合計 1,823,272 2,014,503

固定資産合計 25,176,895 25,001,504

資産合計 59,050,286 59,449,503
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,653,907 3,059,118

短期借入金 2,530,454 3,013,323

1年内返済予定の長期借入金 6,261,500 5,719,212

未払金 779,791 544,608

未払法人税等 327,663 80,345

賞与引当金 498,224 532,839

役員賞与引当金 － 7,500

その他 676,843 860,931

流動負債合計 13,728,385 13,817,879

固定負債

長期借入金 8,059,859 7,186,496

繰延税金負債 531,194 599,832

退職給付引当金 1,847,270 1,803,902

長期未払金 309,739 218,327

資産除去債務 24,763 24,967

その他 105,241 111,382

固定負債合計 10,878,068 9,944,909

負債合計 24,606,454 23,762,789

純資産の部

株主資本

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 12,413,466 12,413,466

利益剰余金 878,200 1,370,418

自己株式 △1,522,712 △1,527,649

株主資本合計 31,113,838 31,601,119

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 90,328 202,788

為替換算調整勘定 △745,738 △251,159

その他の包括利益累計額合計 △655,409 △48,371

少数株主持分 3,985,403 4,133,965

純資産合計 34,443,831 35,686,713

負債純資産合計 59,050,286 59,449,503

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

11/21



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 16,646,097 17,911,090

売上原価 13,242,831 14,106,017

売上総利益 3,403,266 3,805,073

販売費及び一般管理費
※ 2,866,433 ※ 3,118,471

営業利益 536,832 686,602

営業外収益

受取利息 7,130 9,941

受取配当金 15,155 15,994

為替差益 － 139,561

受取保険金 148,552 5,810

補助金収入 88,088 －

その他 54,869 43,152

営業外収益合計 313,796 214,461

営業外費用

支払利息 151,216 125,970

為替差損 311,590 －

その他 26,417 27,145

営業外費用合計 489,223 153,115

経常利益 361,404 747,947

特別利益

固定資産売却益 1,799 1,978

減損損失戻入益 26,199 2,343

特別利益合計 27,998 4,322

特別損失

固定資産売却損 355 6,368

固定資産除却損 9,846 15,373

投資有価証券評価損 51,773 －

過年度関税等支払額 － 74,442

特別損失合計 61,975 96,184

税金等調整前四半期純利益 327,428 656,085

法人税、住民税及び事業税 135,649 75,729

法人税等調整額 △44,455 △131,649

法人税等合計 91,193 △55,920

少数株主損益調整前四半期純利益 236,234 712,005

少数株主利益 38,266 53,992

四半期純利益 197,968 658,013
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 236,234 712,005

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △78,735 112,459

為替換算調整勘定 △722,829 640,160

その他の包括利益合計 △801,565 752,619

四半期包括利益 △565,330 1,464,625

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △419,699 1,265,052

少数株主に係る四半期包括利益 △145,630 199,573
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 327,428 656,085

減価償却費 1,677,277 1,747,357

のれん償却額 24,497 25,909

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,896 △1,652

賞与引当金の増減額（△は減少） 125,174 33,832

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 7,500 7,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,771 △59,261

受取利息及び受取配当金 △22,285 △25,936

支払利息 151,216 125,970

為替差損益（△は益） 85,028 24,136

投資有価証券評価損益（△は益） 51,773 －

有形固定資産売却損益（△は益） △1,444 4,389

有形固定資産除却損 9,846 15,373

減損損失戻入益 △26,199 △2,343

受取保険金 △148,552 △5,810

売上債権の増減額（△は増加） △679,995 75,768

たな卸資産の増減額（△は増加） △203,814 273,264

仕入債務の増減額（△は減少） 189,533 126,451

その他 84,308 187,400

小計 1,656,168 3,208,434

利息及び配当金の受取額 22,285 25,936

利息の支払額 △149,519 △133,524

法人税等の支払額 △81,031 △354,707

保険金の受取額 163,758 5,810

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,611,661 2,751,949

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,106,399 △1,169,650

有形固定資産の売却による収入 33,810 45,873

投資有価証券の取得による支出 △83,474 △3,911

貸付けによる支出 △1,245 △260

貸付金の回収による収入 1,028 562

その他 27,661 △25,799

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,628,619 △1,153,185

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △108,716 411,885

長期借入れによる収入 2,467,500 496,500

長期借入金の返済による支出 △1,429,164 △2,088,891

配当金の支払額 △42,004 △166,359

少数株主への配当金の支払額 △97,826 △55,048

自己株式の取得による支出 △560 △4,936

財務活動によるキャッシュ・フロー 789,227 △1,406,850

現金及び現金同等物に係る換算差額 △293,476 156,484

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 478,792 348,399

現金及び現金同等物の期首残高 14,679,211 14,864,561
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現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 15,158,003 ※ 15,212,960

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

15/21



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、主に当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

（追加情報）

（在外子会社における中華民国国際会計基準の適用）

　第１四半期連結会計期間より、連結子会社である加高電子股份有限公司の連結財務諸表につき、中華民国におい

て平成25年１月１日以後開始する事業年度より中華民国株式市場での公開企業に対して中華民国国際会計基準が強

制適用されることから、当該会計基準を適用した加高電子股份有限公司の連結財務諸表を基礎として、当社グルー

プの連結財務諸表を作成しております。当該会計基準は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については

遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　遡及適用を行う前と比較し、前第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

並びに１株当たり四半期（当期）純利益に与える影響は軽微であります。なお、前連結会計年度の期首の純資産

に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前連結会計年度の期首残高は108百万円増加しておりま

す。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 73,817千円 55,864千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

役員報酬 97,673千円 106,695千円

給与手当及び福利厚生費 777,160 881,602

賞与引当金繰入額 98,719 99,139

役員賞与引当金繰入額 7,500 7,500

退職給付費用 34,667 30,009

研究開発費 910,257 937,801

減価償却費 36,149 32,745

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 13,789,011千円 13,842,802千円

現金及び現金同等物に該当する有価証券 1,868,992 1,870,158

預入期間が３か月を超える定期預金 △500,000 △500,000

現金及び現金同等物 15,158,003 15,212,960
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 41,454 1 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月12日

取締役会
普通株式 82,905 2 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 165,795 4 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月13日

取締役会
普通株式 165,745 4 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

  

報告セグメント　
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本
　

北米
（注）３　

欧州
（注）３　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）３

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
6,303,135 810,934 715,624 3,943,295 4,072,625 800,483 16,646,097 － 16,646,097

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

5,771,328 13,500 － 2,363,100 612,698 2,169,787 10,930,414 △10,930,414 －

計 12,074,463 824,434 715,624 6,306,395 4,685,324 2,970,270 27,576,512 △10,930,414 16,646,097

セグメント利益 68,206 31,876 8,288 53,444 135,126 92,473 389,416 147,416 536,832

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額147,416千円には、セグメント間取引消去91,971千円、のれ

んの償却額△24,497千円、その他の調整額79,942千円が含まれております。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

  

報告セグメント　
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本
　

北米
（注）３　

欧州
（注）３　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）３

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
5,053,067 1,103,322 977,116 5,157,129 4,595,605 1,024,848 17,911,090 － 17,911,090

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

7,604,879 13,160 2,703 2,351,030 774,468 2,343,543 13,089,786 △13,089,786 －

計 12,657,946 1,116,483 979,820 7,508,160 5,370,074 3,368,392 31,000,876 △13,089,786 17,911,090

セグメント利益

又は損失（△）
364,440 43,067 5,726 56,478 232,451 △18,573 683,590 3,011 686,602

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額3,011千円には、セグメント間取引消去88,169千円、のれん

の償却額△25,909千円、その他の調整額△59,248千円が含まれております。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール

４．在外子会社における中華民国国際会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、連結子会社である加高電子股份有限公司の連結財務諸表につき、

中華民国国際会計基準が強制適用されることから、当該会計基準を適用した加高電子股份有限公司

の数値を基礎として、当社グループのセグメント情報を作成しております。当該会計基準は遡及さ

れ、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情報となっております。

　　　なお、これによる前第２四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円78銭 15円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 197,968 658,013

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 197,968 658,013

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,453 41,441

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

　

２【その他】

  平成25年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………164,745千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月３日

（注）  平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

株式会社大真空

取 締 役 会　御 中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森 内  茂 之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 植 田　益 司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笹 川　敏 幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大真空の

平成25年4月1日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成25年7月1日から平成25年9月30

日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大真空及び連結子会社の平成25年9月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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